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1.  平成22年3月期第3四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第3四半期 4,738 △20.6 △248 ― △165 ― △273 ―
21年3月期第3四半期 5,968 ― △188 ― △120 ― △227 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第3四半期 △27.09 ―
21年3月期第3四半期 △22.54 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第3四半期 5,790 2,581 43.7 250.58
21年3月期 6,044 2,851 46.3 277.51

（参考） 自己資本   22年3月期第3四半期  2,527百万円 21年3月期  2,799百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― 3.00 ― ― 3.00
22年3月期 ― ― ―
22年3月期 

（予想） ― ―

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 6,200 △15.3 △370 ― △285 ― △450 ― △44.61
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4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
[注 詳細は、4ページ【定性的情報・財務諸表等】 4.その他をご覧ください。] 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
1.平成21年11月11日公表の通期連結業績予想を修正しておりません。 
2.上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今後さまざまな要因によって予想数値と異な
る可能性があります。 
 

新規 ―社 （社名 ） 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 無
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第3四半期 10,120,000株 21年3月期  10,120,000株
② 期末自己株式数 22年3月期第3四半期  32,213株 21年3月期  31,868株
③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第3四半期 10,087,959株 21年3月期第3四半期 10,092,366株
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当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、世界的な景気後退が続く中、一部の産業で景気の
下げ止まりを見せつつありましたが、全体としては、設備投資の減少および雇用・所得の悪化や個人消
費の低迷が長引き、依然として厳しい状況が続いております。 
繊維業界におきましては、長引く景気停滞と雇用環境の悪化から、消費者マインドは冷え込み、個人
消費は低迷を続け、国内需要の減少は止まらず、企業を取り巻く環境は一層厳しさを増しております。
このような状況のもと、当企業グループといたしましては、コスト削減と生産体制の効率化に取り組
みましたが、表立った効果を示すことができず、一方で、長引く市況の低迷による影響は避けられず、
売上は減少となり、損益の悪化を招きました。 
この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は47億38百万円（前年同四半期比20.6％減）、経常損
失は１億65百万円（前年同四半期比45百万円の減益）、四半期純損失は２億73百万円（前年同四半期比
45百万円の減益）となりました。 

  

 事業の種類別セグメントの業績は次のとおりです。 
(1) 繊維事業 

(委託加工部門) 
所得環境の厳しさから個人消費は低迷を続け、衣料品の国内需要は落ち込みました。また輸出向
けの受注は、一昨年来から続く為替相場の長期的な円高による影響を受け、定番品を中心に大きく
減少しました。このように全体的に衣料品が落ち込む中、セルロース関連は伸長を示し、自動車関
連の車輌シート材は、下期に入り若干上向いてはきましたが、売上高全体の大きな落ち込みを補う
には至りませんでした。その結果、委託加工部門の売上高は31億75百万円（前年同四半期比18.8％
減）となりました。 
(製品販売部門) 
産業資材関係は、定番品の需要低迷により売上高が減少しました。衣料関係についても、国内需
要の減少が直撃し、それが主な要因となり、差別化・付加価値化商品への転換が進まず、大幅な落
ち込みとなりました。その結果、製品販売部門の売上高は12億58百万円（前年同四半期比21.4％
減）にとどまりました。  
 以上の結果、繊維事業全体における売上高は、44億95百万円（前年同四半期比19.3％減）、営業
損失は2億48百万円（前年同四半期比46百万円の減益）となりました。 

(2) その他の事業 
住宅内装業及び機械製造・修理事業は、繊維事業同様厳しい環境におかれ、苦戦を強いられた結
果、その他の事業における売上高は２億42百万円（前年同四半期比38.7％減）、営業利益は０百万円
（前年同四半期比29百万円の減益）となりました。 

  

(1)資産、負債、純資産の状況 
(流動資産) 
当第３四半期連結会計期間末における流動資産の残高は28億39百万円で、前連結会計年度末に比べ
58百万円減少しました。これは、受取手形及び売掛金が２億14百万円増加したものの、現金及び預金
１億23百万円、及びその他の流動資産で86百万円減少したことが主な要因です。 
(固定資産) 
当第３四半期連結会計期間末における固定資産の残高は29億51百万円で、前連結会計年度末に比べ
１億95百万円減少しました。これは、機械装置及び運搬具の減価償却費等による減少１億79百万円が
主な要因です。 
(流動負債) 
当第３四半期連結会計期間末における流動負債の残高は20億19百万円で、前連結会計年度末に比べ
１億29百万円増加しました。これは、短期借入金が２億８百万円増加したことが主な要因です。 
(固定負債) 
当第３四半期連結会計期間末における固定負債の残高は11億89百万円で、前連結会計年度末に比べ
１億12百万円減少しました。これは、長期借入金が75百万円減少したことが主な要因です。 
(純資産) 
当第３四半期連結会計期間末における純資産の残高は25億81百万円で、前連結会計年度末に比べ２
億70百万円減少しました。これは、利益剰余金が２億73百万円減少したことが主な要因です。 

・定性的情報・財務諸表等

1. 連結経営成績に関する定性的情報

2. 連結財政状態に関する定性的情報
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(2)キャッシュ・フローの状況 
当第３四半期連結累計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、非資金取引である減価
償却費２億91百万円がありましたが、一方で税金等調整前四半期純損失１億70百万円、及び売上債権
２億14百万円の増加等があり、結果として64百万円の支出となりました。 
投資活動によるキャッシュ・フローは、１億84百万円の有形固定資産の取得、及び50百万円の定期
預金の預入による支出等により、２億40百万円の支出となりました。 
財務活動によるキャッシュ・フローは、短期借入金の純増加額１億80百万円、及び長期借入れによ
る収入１億円がありましたが、長期借入金の返済による支出１億47百万円等により、１億31百万円の
収入となりました。 
以上の結果、当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末より
１億73百万円減少し、３億75百万円となりました。 

  

平成21年11月11日に発表いたしました平成22年３月期の業績予想に変更はありません。 

  
  

 該当事項はありません。 

①固定資産の減価償却費の算定方法 
定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定す
る方法によっております。 
②税金費用の計算 
税金費用については、連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合
理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。ただし、当該見
積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる会社については、法定実効
税率を使用して計算した金額を計上しております。なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示
しております。 

 該当事項はありません。 

3. 連結業績予想に関する定性的情報

4. その他

(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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5.【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 518,054 641,635

受取手形及び売掛金 1,646,784 1,432,218

商品及び製品 183,891 227,594

仕掛品 142,760 149,200

原材料及び貯蔵品 281,963 293,093

その他 83,040 169,545

貸倒引当金 △16,932 △15,005

流動資産合計 2,839,564 2,898,282

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 1,118,472 1,180,295

機械装置及び運搬具（純額） 786,468 965,785

その他（純額） 277,760 235,537

有形固定資産合計 2,182,701 2,381,617

無形固定資産 11,027 8,346

投資その他の資産   

投資有価証券 681,905 681,858

その他 75,566 74,571

投資その他の資産合計 757,472 756,429

固定資産合計 2,951,200 3,146,393

資産合計 5,790,765 6,044,676
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,156,717 1,123,722

短期借入金 501,200 293,000

未払法人税等 13,285 4,485

賞与引当金 17,200 25,895

その他 331,406 443,575

流動負債合計 2,019,810 1,890,678

固定負債   

長期借入金 181,200 257,000

退職給付引当金 779,058 826,204

役員退職慰労引当金 48,063 38,605

負ののれん 10,096 10,784

その他 171,264 169,601

固定負債合計 1,189,682 1,302,195

負債合計 3,209,493 3,192,874

純資産の部   

株主資本   

資本金 506,000 506,000

資本剰余金 130,686 130,686

利益剰余金 1,731,919 2,005,214

自己株式 △5,611 △5,578

株主資本合計 2,362,994 2,636,323

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 164,812 163,240

評価・換算差額等合計 164,812 163,240

少数株主持分 53,464 52,238

純資産合計 2,581,271 2,851,802

負債純資産合計 5,790,765 6,044,676
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(2)【四半期連結損益計算書】 
【第３四半期連結累計期間】 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

売上高 5,968,105 4,738,829

売上原価 5,588,490 4,477,765

売上総利益 379,614 261,063

販売費及び一般管理費 567,750 509,850

営業損失（△） △188,135 △248,786

営業外収益   

受取利息 1,378 548

受取配当金 13,063 11,218

受取賃貸料 80,574 79,761

その他 18,979 24,468

営業外収益合計 113,995 115,996

営業外費用   

支払利息 3,850 5,748

持分法による投資損失 5,503 2,568

賃貸費用 31,543 18,854

その他 5,177 5,757

営業外費用合計 46,075 32,928

経常損失（△） △120,216 △165,718

特別利益   

固定資産売却益 － 20

貸倒引当金戻入額 418 279

特別利益合計 418 300

特別損失   

固定資産処分損 7,162 5,195

投資有価証券評価損 3,078 －

特別損失合計 10,240 5,195

税金等調整前四半期純損失（△） △130,038 △170,613

法人税等 95,414 100,892

少数株主利益 1,999 1,788

四半期純損失（△） △227,452 △273,294
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純損失（△） △130,038 △170,613

減価償却費 295,897 291,918

持分法による投資損益（△は益） 5,503 2,568

有形固定資産処分損益（△は益） 7,162 5,174

その他の償却額 50 △25

退職給付引当金の増減額（△は減少） △241,461 △47,145

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 3,673 9,458

賞与引当金の増減額（△は減少） △8,301 △8,695

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,587 1,926

受取利息及び受取配当金 △14,441 △11,766

支払利息 3,850 5,748

投資有価証券評価損益（△は益） 3,078 －

売上債権の増減額（△は増加） 149,615 △214,566

たな卸資産の増減額（△は増加） 43,972 61,272

仕入債務の増減額（△は減少） △124,320 32,995

その他の資産の増減額（△は増加） △52,821 △3,760

その他の負債の増減額（△は減少） △25,430 △24,197

小計 △85,596 △69,706

利息及び配当金の受取額 14,441 11,766

利息の支払額 △4,098 △5,673

法人税等の支払額 △8,154 △1,353

営業活動によるキャッシュ・フロー △83,408 △64,966

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △182,219 △184,166

有形固定資産の売却による収入 15 40

無形固定資産の取得による支出 － △4,625

定期預金の預入による支出 － △50,000

従業員に対する貸付金の回収による収入 18,900 7,350

長期前払費用の取得による支出 － △9,600

その他の支出 △1,750 △262

その他の収入 425 853

投資活動によるキャッシュ・フロー △164,628 △240,410

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 40,000 180,000

長期借入れによる収入 300,000 100,000

長期借入金の返済による支出 △50,000 △147,600

自己株式の取得による支出 △216 △33

配当金の支払額 △60,579 －

少数株主への配当金の支払額 △570 △570

財務活動によるキャッシュ・フロー 228,633 131,796

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △19,403 △173,581

現金及び現金同等物の期首残高 600,320 548,635

現金及び現金同等物の四半期末残高 580,916 375,054
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該当事項はありません。 

  

前第３四半期連結累計期間(自  平成20年４月１日  至  平成20年12月31日) 

 
  

当第３四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日) 

 
  

(注) １ 事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

２ 各区分の主な製品 

(1)繊維事業……………各種繊維製品の染色加工及び製造販売 

(2)その他の事業………各種機械の製造販売及び内装業等の繊維事業以外の事業 

  

前第３四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日)及び当第３四半期連結累計

期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日) 

在外子会社及び重要な在外支店がないため、記載を省略しております。 

  

前第３四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日)及び当第３四半期連結累計

期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日) 

海外売上高が連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。 

  

前第３四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日)及び当第３四半期連結累
計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

該当事項はありません。 

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

繊維事業 
(千円)

その他の事業
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結 
(千円)

売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高

5,571,632 396,472 5,968,105 ― 5,968,105

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

28 89,295 89,323 (89,323) ―

計 5,571,661 485,768 6,057,429 (89,323) 5,968,105

営業利益又は営業損失(△) △202,357 29,852 △172,504 (15,630) △188,135

繊維事業 
(千円)

その他の事業
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結 
(千円)

売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高

4,495,874 242,955 4,738,829 ― 4,738,829

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

─ 92,023 92,023 (92,023) ―

計 4,495,874 334,978 4,830,852 (92,023) 4,738,829

営業利益又は営業損失(△) △248,801 812 △247,988 (797) △248,786

【所在地別セグメント情報】

【海外売上高】

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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